一 九 三 〇 年 九月 X 日。 

予約出版 物の 用事で 「ァガ ニョ— ク」 社へ 出かけた。 

白樺の 粗末な 板塀に つ いた 切り戸から 入る ようにな つ 

ている。 (普請 中で。) 

この間 は 人足が 泥 を ほじ つ ていた 横の 空地が もう 

ちゃんと 子供の 遊 場に なって いる。 砂場、 ブランコ、 

滑り台。 こっちで は、 丁度 昼休みで、 「ァガ ニョ— ク」 

の 若い 男女の 連中が シャツ 一 枚に なって 新しい 遊び場 

を 早速 利用し ボ— ルを やって 遊んで いる。 子供の 笑い 

声、 青年た ちの 笑声。 秋 空が 澄んで、 大きい 菩提樹の 

梢が 気持い い 日光の 下で 黄ばみ かけて いる。 



こうやつ てス ヤス ャ その上で 眠って いる 乳母車に し 

ろ、 着て いる 小さい ケット にしろ、 わきで 楽しそう に 

赤坊の 繕い もの をして いるいろ いろな 年頃の 母親の 自 

由な、 経済的に 保証され た 時間に しろ、 みんな 個人が 

ただ 金の 力ず くで とった もので はない。 職業 組合 ゃソ 

ヴ エト 保健 省が、 つまり 解放され た プロレタリア ー ト 

自身が、 社会 連帯に よって 強く 次の 時代 を 保護して い 

るの だ。 

九月 X 日。 

電車の 窓から 一 生 懸命 街の 様子 をの ぞいて 行く。 と 

いうの は、 別に 珍しい ものが ある わけで はない。 電車 



を どこで 降りて いいの か、 その 見当 を 見覚えの ある ェ 

場の 塀で つけよう というわけだ。 

(モスクワの 電車 は、 乗る 時 はきつ と 後部から だ。 す 

ぐ 女 車掌が 切符の 束 を も つ て ドアの わきに 立 つ てる。 

力べ ィキ 

乗る。 直ぐ 八 哥 (八 銭) 出して 切符 を 買う。 そして 

ズ ンズン 中へ 入り、 運転手 台の 方から 降りる。 女 車掌 

が だから 走って いる 電車の 中 を 苦しい 思いして 歩き ま 

わって、 切符 を 売らないで すむ。 ひどく 混んで、 電車 

に 乗る ゃド シドシ 押され、 切符 を 買う 間がなくて ズッ 

と 真中へ 押し込まれても 決して 心配 はいらない。 八哥 

出して、 自分の 隣り に 立って いる 男に でも 女に でも、 



「どうか 一 枚 切符 買って 下さい」 

とたの むと、 その 人が、 次へ、 また その 次へ、 八哥は 

手から 手へ、 女 車掌のと こまで キッと 届く。 同じよう 

にして、 切符が 自分のと こまで やって来る。 どんなに 

混んでも、 度々 でも、 釣銭まで も、 集団 的 訓練の ある 

モスクワ 人 は 間違いな く、 こうして 互に 助け合う。) 

ところで、 サリ ヤンカの 手前で 電車 を 降りて、 先へ 

先へ と 行く が、 ちと 工合が 変 だ。 左へ 曲る 通りなん ぞ 

ない。 

塀の 修繕 を やつ ている 労働者に、 

「クララ . ツェトキンの 名に よる 産院 は どこ だか 知り 



小さい 胸元に 金の 番号札 をつ けて 眠ったり、 欠伸 をし 

たり、 元気の いい 赤坊 唱歌 (泣く こと) を やつたり し 

てる。 

赤坊 たちの 胸に 光って る 金の 番号札が、 母親の 寝台 

番号 だ。 三時 間お きに、 保姆が めいめいの 寝台に 赤坊 

を つれて ゆき、 お 乳 をの ませる という 仕 かけだ。 

見る と、 頭に 赤い リボン を 大きく むすびつけた 揺籃 

が 三 つば かり ある。 

「あれ は 何です？ あの 赤い リボン は …… 」 まさか、 

生後 二日 目で、 もう 赤色 勲章 を 貰った わけで も ある ま 
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